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牛のリンパ腫はほとんど牛白血病によるものであり，
牛白血病は牛白血病ウイルスによる伝染性の地方病性
（成牛型）と原因不明の散発性（子牛型，胸腺型，皮膚型）
に分類される［1］．
成牛型は 4～6 歳の成牛に多く，B細胞が腫瘍化した
ものであり，と畜場に搬入される牛ではこの型のものが
多い［2］．一方，散発性のうち子牛型は 6カ月齢以下の
子牛にみられ，全身のリンパ節が対称性に腫大する．胸
腺型は 2歳以下の若齢牛に生じることが多く，胸腺にお
ける腫瘍性増殖を特徴としている．皮膚型は 2～3 歳の
比較的若い牛にみられ，全身の皮膚に腫瘍性病巣を形成
する．これら散発性白血病は T細胞が腫瘍化するとさ
れているが，子牛型では B細胞の腫瘍化も報告されて
いる［1, 3］．
今回，と畜場に搬入された高齢の黒毛和牛を病理学的
に検索したところ，従来の牛白血病では分類困難な T

細胞性リンパ腫に遭遇したので，その概要を報告する．

材 料 及 び 方 法

雌の黒毛和種が 126 カ月齢より，元気，食欲はある

ものの持続的な削痩と貧血傾向を示した．リアルタイム
PCR法により牛白血病プロウイルスの検出を 2度試み
たが（126 カ月齢時及び 131 カ月齢時），いずれも陰性
であった．また，127 カ月齢時に血液検査を実施したと
ころ，赤血球数及び血小板数の減少，リンパ球割合の増
加及び A/G比の低下が認められた（表）．その後病状の
改善が認められなかったため，135 カ月齢時に廃用牛と
してと畜場に搬入された．生体検査において，削痩，眼
結膜の蒼白化及び外陰部の点状出血が認められた．再度
頸静脈から採血し血液検査を実施したところ，以前と同
様に赤血球数の減少などが認められた（表）．
と殺解体後，心臓，肺，肝臓，脾臓，腎臓，子宮，気
管気管支リンパ節，腸間膜リンパ節，浅頸リンパ節及び
胸骨骨髄を採取し 10％リン酸緩衝ホルマリンで固定し，
パラフィン包埋切片を作製し，ヘマトキシリン・エオジ
ン（HE）染色及びベルリン青染色を施した．また，免
疫染色として，CD3 抗体（Clone SP7，㈱ニチレイバ
イオサイエンス，東京），CD20 抗体（Thermo Fisher 

Scientific, U.S.A.），Iba-1 抗体（Abcam, U.K.）を用
いて高分子ポリマー法により免疫染色を実施した．
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要　　　　　約

慢性の貧血，削痩を呈した 135 カ月齢の雌黒毛和種が，解体後検査にて，高度な脾腫，気管気管支及び腸間膜リン
パ節の腫大並びに赤色化を示し，内臓諸臓器では点状あるいは斑状出血巣，骨髄では暗赤色化が認められた．組織学的
には，脾臓，リンパ節，骨髄における大型で多形性に富むリンパ球様腫瘍細胞の浸潤増殖，出血領域に腫瘍細胞の赤血
球貪食像が認められた．免疫組織化学的には，腫瘍細胞は CD3 に陽性，CD20 及び Iba-1 に陰性を示したことから，
本腫瘍は T細胞性リンパ腫と考えられた．本例は高齢で発症し，著明な赤血球貪食像が認められる特異な T細胞性リ
ンパ腫の 1例と考えられた．─キーワード：赤血球貪食，高齢和牛，T細胞性リンパ腫．
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節，浅頸リンパ節，腸間膜リンパ節及び骨髄においても
同様な腫瘍細胞の浸潤増殖がしばしば認められ，血液吸
収及び赤血球貪食像も多数みられた．肝臓では，小葉中
心性の脂肪変性が認められ，類洞内に腫瘍細胞が散在
し，一部の腫瘍細胞は細胞質に赤血球を容れていた．そ
の他の臓器に著変は認められなかった．
免疫組織化学的検査：肝臓，脾臓，気管気管支リンパ
節，浅頸リンパ節，腸間膜リンパ節及び胸骨骨髄におい
て，浸潤増殖する大型の不規則な核を有する腫瘍細胞の
ほとんど及び細胞質に赤血球を容れた細胞は，CD3 に
対する抗体に陽性を示し（図 4，5），CD20 並びに Iba-
1 抗体に対して陰性であった．

考　　　　　察

成牛のリンパ腫はと畜検査において散見されるが，そ
の多くは牛白血病ウイルスによる伝染性の地方病性（成

成　　　　　績

解体所見：脾臓は全体的に高度に腫大し（約 100×30
×10cm），割面は暗赤色で膨隆していた．気管気管支リ
ンパ節及び腸間膜リンパ節の腫大並びに赤色化が認めら
れた．心内膜，心外膜，胆囊の粘膜面・漿膜面，小腸漿
膜面，膀胱漿膜面，子宮粘膜面及び腸間膜には点状また
は斑状出血が認められ，心内膜，心外膜及び小腸漿膜面
において顕著であった．頸椎，胸椎，腰椎，胸骨の骨髄
には脆弱化及び赤色化が認められ，特に胸椎及び胸骨骨
髄において顕著であった（図 1）．他臓器に著変は認め
られなかった．
病理組織検査：脾臓では，固有の組織構造は失われ，
び漫性に浸潤増殖したリンパ球様腫瘍細胞にほぼ完全に
置換され，しばしば出血を伴っていた．腫瘍細胞は，大
型で多形性に富み，不規則な核を有し（図 2），弱好酸
性の比較的豊富な細胞質を有し，まれに核分裂像が認め
られた．腫瘍細胞の細胞質には，しばしば赤血球が観察
されたが（図 3），ヘモジデリンの沈着は乏しく，腫瘍
細胞の細胞質はベルリン青染色に対して陰性を示した．
また，赤芽球もしばしば認められた．気管気管支リンパ

図 2　脾臓における腫瘍細胞の浸潤増殖
腫瘍細胞は，大型で多形性に富み，不規則な核を有
し，比較的豊富な細胞質を有している．（HE染色　
Bar＝10μm）

表　血液検査結果

検査項目

検査時の月齢（検査年月日）

（
127
2016 年
8月17日） （

127
2016 年 
8月30日） （

135
2017 年 
4月21日）

WBC （/μl） 3,000 1,500 4,000
RBC （×104/μl） 226 223 129
Hb （g/dl） 5.2 5.4 2.9
Ht （％） 14.4 14.9 8.8
Platelet （×104/μl） 8.0 9.5 1.4
L ym （/μl） 1,900 1,300 3,500
 （％） 63.1 86.1 87.2
Other （/μl） 1,100 200 500
 （％） 36.9 13.9 12.8
A/G 0.55 0.56 NT

NT：試験実施せず

図 1　胸骨（矢印）及び胸椎（矢頭）の骨髄の暗赤色化

➡

▲

図 3　脾臓における腫瘍細胞における赤血球貪食（矢印）
（HE染色　Bar＝10μm）
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は肝脾 T細胞リンパ腫の報告において，赤血球貪食像
がみられることが報告されている［7, 8］．人では肝脾 T

細胞リンパ腫は白血病の 1類型とされるまれな疾病であ
り，原因は不明とされている［9］．顕著な脾腫，貧血，
T細胞性腫瘍細胞の浸潤増殖などは類似しているが，こ
れらの症例では腫瘍細胞による赤血球貪食像が必ずしも
特徴的でないこと，病態が急速に悪化することなどが本
例と異なっていた．本例は赤血球貪食像が顕著な牛の T

細胞性リンパ系腫瘍の初めての報告と考える．
本例は，と殺の 8カ月前の検査でヘマトクリット値が
15％と低値を示し，慢性的な貧血傾向にあったものの，
鉄剤治療にも反応性が乏しかった．そのため，臨床的な
特徴から再生不良性貧血の可能性が考えられた．病理組
織学的検査により，骨髄及び脾臓に多数の腫瘍細胞が確
認されており，正常な組織構造が破壊されたために貧血
及び出血傾向が生じた可能性が高いと考えられた．胸骨
及び胸椎の骨髄の暗赤色化は，貧血を補充するための造
血及び腫瘍細胞による赤血球貪食の結果と考えられた．
本例は，貧血が確認されてからと殺まで 9カ月経過し
ているが，と殺直前まで食欲があり，歩行も可能であっ
たこと，内臓臓器に腫瘍塊がほとんど確認できないこと
から，腫瘍細胞の増殖速度は遅く，生前に病態が緩徐に
進行していた可能性が考えられた．
今回，従来の牛白血病の分類では分類困難な，高齢で
発症し赤血球貪食を特徴とする T細胞性リンパ腫が存
在することが明らかになった．本例の原因は不明であり，
今後，さらなる症例を追加する必要があると思われる．

引　用　文　献

［ 1］ Maxie MG ed : Bovine L ymphoma, Jubb, Kennedy, 
and Palmer’s Pathology of Domestic Animals 6th ed, 

牛型）である［2］．成牛型では全身のリンパ節が腫大し，
心臓，腎臓，胃や子宮などの臓器に腫瘤塊が認められる
［1］．しかし，本例ではリンパ節，脾臓の高度な腫大は
みられたものの，他臓器も含めて肉眼的に腫瘤は確認で
きず，高齢牛であるにもかかわらず骨髄の暗赤色化が目
立っていた．
免疫染色の結果から，腫瘍細胞は T細胞由来と判断
され，牛白血病プロウイルスの遺伝子検査では陰性で
あったことから，成牛型牛白血病は否定された．胸腺型
や皮膚型白血病では T細胞由来の腫瘍が発生すること
が知られているが，これらの型は一般的に若齢牛で発症
する．本例では胸腺及び皮膚には著変は認められないこ
とから，胸腺型や皮膚型とは異なる型と考えられた．
以上のことから，本例は従来の牛白血病の分類では分
類が困難な症例の 1つと考えられた．
本例の特徴としては，腫瘍細胞による赤血球貪食像が
ある．腫瘍細胞による赤血球貪食像は，犬及び猫の血球
貪食性組織球肉腫において認められ［4］，牛でも同様な
血球貪食性組織球肉腫の報告がなされている［5］．いず
れも貧血，血小板減少，腫瘤性病変を伴わない脾腫，腫
瘍細胞による赤血球貪食像，骨髄における腫瘍細胞の増
殖など本例と類似点が多い．しかし，組織球肉腫はマク
ロファージ由来のため免疫組織化学的に Iba-1 陽性，
CD3陰性を示すが，本例は CD3陽性，Iba-1陰性であっ
たことから組織球肉腫は否定された．
一方，リンパ系腫瘍で赤血球貪食像が顕著にみられる
例が猫で報告されている［6］．この猫報告例では高齢
（13 歳）であり，腫瘍細胞は T細胞由来であること，顕
著な脾腫，再生不良性貧血及び腫瘍細胞の骨髄への浸潤
が認められることなど，本例との類似点が多い．また，
同症例では猫白血病ウイルス抗体は陰性であった．犬で

図 4　脾臓における腫瘍細胞の浸潤増殖（矢印）（CD3 に
対する免疫染色　Bar＝10μm）

CD3 に対して細胞質が陽性を示している（矢印）．
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図 5　脾臓における腫瘍細胞の赤血球貪食（CD3 に対す
る免疫染色　Bar＝10μm）

CD3 陽性の腫瘍細胞が赤血球（矢印）を貪食して
いる．
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Case of T-cell L ymphoma with Prominent Er ythrophagia  
in Senescent Japanese Black Cattle
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SUMMARY

A 135-month-old Japanese Black cow exhibited chronic anemia and weight loss and was slaughtered.  The 
spleen was markedly enlarged, and the tracheobronchial and mesenter y lymph nodes were dark red in color 
and enlarged.  Petechial hemorrhages were frequently seen in the visceral organs, and the bone marrow was 
reddish in color.  Histologically, the neoplastic lymphoid cells were large, pleomorphic, and infiltrated the 
spleen, lymph nodes and bone marrow.  The neoplastic cells showed prominent er ythrophagia in and around 
the hemorrhagic lesions.  Immunohistochemically, the neoplastic cells were positive for CD3 and negative for 
CD20 and Iba-1.  Based on these findings, the current case was of T-cell origin and was characteristic because 
of the senescent onset and prominent er ythrophagia in the neoplastic cells.
─ Key words : er ythrophagia, senescent Japanese Black cattle, T-cell lymphoma.
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